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 本研究科で学ぶ院生の皆さんは、この 1 年新型コロナウイルス蔓延防止対策の厳しい制
限下で、研究に挑まれたことと思います。実験や調査が伴う研究の場合、例年と異なりさ
まざまな工夫や変更が生じて、たいへん苦労されたことと推察しています。 
 特に前期課程 2 年生の皆さんは修士論文の作成が大きな課題ですが、私自身を思い起こ
せば前期課程 2 年生は、かなり苦しい時代でした。当時私は大都市圏の郊外商業核形成に
関する研究に取り組み、東京の都心、副都心のさらに郊外の近郊都市に拠点となる商業地
が形成される要因と機能を実態調査により明らかにしようとしていました。特に成長率の
高かった町田市と柏市のうち町田市の調査を実施しました。町田の中心商業地は小田急
線・町田駅と少し離れた JR横浜線・原町田駅に囲まれており、当時の原町田駅前を通る町
田街道（八王子―横浜間）沿いに古くからの中心商店街が形成されていました。ところが
戦後に東京の郊外方向への都市化のパワーが本格化すると、都心に資本を有する大手量販
店の町田駅前への出店が顕著になっていきます。町田周辺域の増える居住人口に対応しな
がら、町田の中心商業地に大手量販店が続々と新規出店する中で再編が進み、町田街道沿
いの既存地元資本店は、現地での聞き取り調査の結果、移転、廃業の動きがありました。 
調査データは取ったのですが勉強不足もあり、その動きをどうやって解釈していいのか
当時わかりませんでした。指導教授から答えを教えてもらえるわけでもなく、10 月の中間
発表会前は、半泣きの状態で徹夜をしながら考えておりました。そのような折、発表会当
日早朝のことでした。旧国鉄から JRに移行する際、旧国鉄労働組合員を不当に扱ったこと
に端を発した事件が起こり、首都圏の電車が終日運休、自動的に発表会も延期になりまし
た。喜んでよいのやら発表の機会を失った悲しみに浸ったらよいのかわからず、とりあえ
ずすぐに布団に入り熟睡したのでした。2か月後に開催された発表会までじっくり考察を重
ねて、発表会当日は求心・遠心的移動とに分類整理し、なんとかまとめることができたこ
とを思い出します。 
 本研究科の前期・後期課程で学ぶ院生の皆さん、努力は必ず報われます。困難が立ちは
だかる時代だからこそ、あきらめることなくその時、その時にできる最大の努力をして、
結果として自身が満足のいく論文を仕上げてください。そのお手伝いを我々教員は全力で
サポートいたします。 
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